
１　施設の概要

２　指定管理者の概要

３　指定管理業務の運営状況

施設名称 防府市創業・交流センター

名称

代表者

所在地

指定管理者

令和6年度　指定管理者モニタリング票

産業振興部　商工振興課
0835(25)2147

設置目的
　創業者及び市内事業者に対し、創業及び事業活動を支援することにより、本市の産
業を振興し、もって地域経済の活性化に寄与するため、創業・交流センターを設置す
る。

防府商工会議所

会頭　羽嶋　秀一

防府市八王子二丁目8番9号

所管課名
電話番号

利用料金制の有無 有

業務内容
(具体的に)

（1）創業及び事業活動に必要な支援に関すること
（2）産業間の交流に関すること
（3）その他、創業・交流センターの設置目的を達成するために必要な業務
（4）センターの使用の許可に関する業務
（5）センターの使用に係る料金に関する業務
（6）センターの施設の維持管理に関する業務
（7）その他指定管理者が創業・交流センターの管理上必要と認める業務

センター長　　　　　　　　1人
副センター長（兼管理部長）１人
窓口業務　　　　　　　　　２人（5人によるローテーション）
事務職員　　　　　　　　　2人
合計　　　　　　　　　　　6人

労務環境 事業計画に沿った人員配置になっており、適切な業務体制となっている。

利用状況 令和4年度 令和5年度 令和6年度 － －

－

34 －

－

きめ細やかな支援により、目標値を達成した。

指定期間 令和4年10月１日　～　令和7年３月３１日（2年6ヶ月間）

選定方法 非公募

(非公募の理由)

　施設の設置目的を達成するため、本市の中小企業支援の中心的役割を担っている
防府市中小企業サポートセンター（コネクト22）と密接に連携するとともに様々な
中小企業支援機関との協力体制や市内商工業者との充実したネットワークのもと
で、創業者や中小企業者への支援やサービスを効果的、安定的に提供していくこと
が重要であり、本市の商工業の総合的な支援機関である防府商工会議所であれば、
施設の設置目的に沿った効果的・安定的な管理運営ができるため。

目 標 値

実 績 値

分 析

29 36 36

組織体制

①防府市中小企業サポートセンター（コネクト22）の支援により新規創業した件数（単位：人）

24 29

目標値には届かなかったが、各種支援制度の広報活動に努められており、相談件数は
増加した。

②防府市中小企業サポートセンター（コネクト22）等の創業・事業経営に関する相談件数

1,440 1,560 1,680 － －目 標 値

実 績 値

分 析

1,235 1,400 1,604 － －

－



４　指定管理者の業務に係る収支状況

①指定管理業務に係る収支

②自主事業に係る収支

－

5,441,403 6,681,021 － －2,295,960

－

－ － －

－ －

－ －

15,094,938

そ　の　他
（内　訳）

雑収入：193,000 雑収入：388,055 雑収入：192,000 －

－

光 熱 水 費

修 繕 費

－

－

－

－

支出計(b)

3,371,016 7,100,987 8,859,443 － －

0 548,640 1,032,680 － －

そ　の　他
（内　訳）

8,262,127 18,395,825 20,123,638

令和5年度 令和6年度 － －

収支(a-b) 1,165,835 5,735,127 425,519

－

収支(c-d) 0 -91,300 136,120 － －

支出計(d) 0 91,300 8,342

主な内容 自動販売機の設置

13,929,103 36,696,782 － －

－

－

収入計(c) 0 0 144,462 － －

分 析
利用者数の増加に伴い利用料金収入は増加したものの、人件費や光熱水費の高騰等に
より収支は減少した。

令和4年度

31,486,855

－ －

指 定 管 理 料

利 用 料 金

収入計(a)

人 件 費

192,000 － －

37,221,982 37,122,301 － －

28,000,000 － －

8,833,927 8,930,301 － －

13,500,000

1,401,938

193,000

28,000,000

388,055

令和4年度 令和5年度 令和6年度 － －

－



5　利用者満足度

6　評価

対応状況

指定管理者による
自己評価

市の評価

　コワーキングスペース及び貸会議室の利用件数は、昨年度と比較し約 2 割増となっ
た。令和 4 年 11 月に開所して以来、利用者数を増やすため様々な媒体を通して情
報発信を行ったことが結果に繋がったと考えている。
9 月には、当センター主催によるイベント（ギャザリングフェスタ）を実施し、県内
外から約9000 人の方に来場いただき、市内事業者等と地域住民が交流できる場とし
て、当センターの利用促進に向けた機会提供を行った。
　施設管理については、利用者のさらなる利便性向上を目指し、アンケート結果等を
基に、施設の修繕・改善、備品拡充などを実施した。今後もこれまでの知見を生か
し、利用者、地域住民及び事業者等に寄り添った施設運営を目指し、当施設の知名度
向上に努める。

　様々な媒体を活用した広報活動やアンケート調査等を基に利用しやすい環境整備に
積極的に取り組まれており、利用者の満足度も高く、利用件数も大きく増加している
点を評価する。引き続き、更なる利用促進に向けた事業展開を期待する。

満足：85.7％　普通：14.3%

調
査
概
要

満足度の割合

利用者からのご意見、ご要望を職員間で共有し、積極的に改善に取り組んでいる。

館内にアンケート用紙を設置し、紙又はＷｅｂで回答

令和6年4月～令和7年3月

回答数：14

実施方法

時期

回収率


